
 

 

 

長野支部新役員の承認をお願いいたします 

みなさんお元気でお過ごしでしょうか？長引くコロナ禍で、長野支部は総会もできぬまま活動

休止の状態です。そこで昨年 12月に役員会を開き、新役員体制を含め今後の支部活動について話

し合いました。以前より長野県は面積が広く、一つにまとまって活動することが困難な地域です。 

そういった状況に加え、コロナ禍がますます総会の開催などを困難にしています。ですが、「松徳

会創立８０周年・二階堂学園創立百周年」の記念式典が開催される次年度は、長野支部も何らか

の活動を再開していこうということになりました。勝野昭子支部長のもと以下のような新体制を 

提案いたしますので、「支部だより」というこの書面にてご了承いただけるようお願い申し上げま

す。（なにとぞこのような略式の決議をご了解くださるようお願いいたします。） 

 

会 長  勝野 昭子 会 計  北原加奈子 

副会長  佐野 良乃   水上 恵美 

  松山 祐子 事務局 吉村 由紀 

      顧問 長坂敏子     監査 桐生美枝子 

＊新役員の体制などについてご意見などがある方は 

現会長 吉村までご連絡くださるようお願いいたします。（吉村携帯 090-3335-7014） 

令和 4 年度松徳会総会 （11月発行の本部だよりから） 

令和 4年 10月 29日（土）に 3年ぶりに松徳会の総会が開催されました。まだまだコロナ禍の

ため場所は大学本館 E２０１教室。交流会もなく少し寂しい会ではありましたが、役員の方々の

ご尽力により心温まる総会となりました。当日は健美祭（大学祭）ということもあり、学生の演技

発表やイベントなどを見学することもでき有意義な一日となりました。また、東京支部（桐の会）

の方々は教室の一角で終日バザーを行っていました。８０周年記念の寄付集めを積極的に行って

いる姿に頭が下がる思いでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊中央左右から 7番目 石﨑朔子理事長・左から 6番目 新 山下敬緯子会長 

松徳会長野県支部だより 
令和５年２月３日発行 

発行元 長野支部 勝野昭子 



まだまだお願いします！松徳会創立８０周年・二階堂学園創立百周年への寄付 

松徳会創立８０周年に向けては記念誌委員会の活動や、百周年記念寄贈

品となるトクヨホール（仮称）緞帳の選定などが進められています。現在

の寄付金額は約５千万円とのことですが、まだ目標額の半分です。 

学園の石﨑理事長からは、これまでの寄付へのお礼と共にさらなる百周

年への寄付の呼びかけがなされました。そこで各支部はそれぞれに新たな

県単位での寄付を呼びかけています。すでに個人で寄付を済ませている皆

様にさらなる協力をお願いするのはとても心苦しいのですが、長野支部として今一度の呼びかけをいたし

ます。これから個人で寄付をしようと考えている方は是非 3 月中にお振込みをお願いします。また、少額

ならあと少し応援したいという方がいましたら、長野支部有志としてまとめますので、是非事務局までご

連絡くださるようお願い致します。（吉村携帯 090-3335-7014） 

＊会報 64号に同封された振込用紙はしばらく有効とのことです。 

 

我らが橋爪みすず先生ご活躍！ 

日本女子体育大学新体操部は、「全日本新体操選手権大会」で 2019 年より団体総合優勝３連覇を果たし

ました。今年度も団体・個人総合・種目別で素晴らしい結果を残しています。また、フェアリージャパンの

メンバーとして活躍しているスター選手を多数生み出していることでも有名です。毎年 11月には演技発表

会も開催され、私たち卒業生も学生の華麗な演技を見に行くことができます。そして、その部活動の中心

となり活躍されているのが、新体操部部長の橋爪みすず先生です。大学の准教授に就任されて３年。橋爪

先生の活躍は同じ長野支部の同窓生として誇り高く、これからもみなさんで応援していけたらと思います。 

そこで、昨年度「本部だより」に寄稿された先生の記事を皆様にもご紹介いたします。 

 

第５０回新体操部演技発表会を終えて          新体操部部長 橋爪みすず 

 新体操部は昨年の１１月２日に第５０回演技発表会を開催致しました。コロナ禍が続

く中ではありましたが、記念すべき５０回の節目を多くの観客の皆様に直接ご覧頂く形

で無事終えることができたことに安堵したと共に、改めて５０年という歴史と伝統の重

みを実感する発表会となりました。今回は伝統を引き継ぎこれからも大切に磨いていき

たいという想いをコンセプトに掲げ、テーマを『トワの輝き』とし、ストラヴィンスキ

ー作曲の〝火の鳥〞を題材に作品を仕上げました。学生たち

は、練習が制限される中でも発表会の成功に向け、一丸となって取り組み、そ

の過程が発表会の成功の源になったと思います。また、これまで多くの卒業生

の皆様の支えにより今日を迎えられたことに対し、言葉には尽くせぬ感謝の気

持ちが溢れて参りました。私たちの目指す理想は、力強く羽ばたく火の鳥の持

つパワーである『未来を切り拓く力』を身に付けることです。これからも新体

操を通じ、心身を磨き、鍛え続ける精神力と『つよく 優しく 美しい』人間

力豊かな女性としての確立を目指して参りたいと思います。そして全国の卒業

生の皆様にはコロナ禍の不安を吹き飛ばせるように、日女生の活躍とパワーを

お届けしたいと思っております。皆様のご健康とご多幸を心からお祈りして報

告とさせて頂きます。 

 


